
「青山メディカルグループにおける
　外国人材の質と教育システムを探る」

～一気通貫で人材選定から現地教育・送り出し・国内教育・就業支援
　　　　学習支援・生活支援を行い、介護福祉士国家試験で97.4％の合格率を達成～

　2015年6月、ベトナムハノイでJVMCHRを設立、いち早く外国人介護人材の確保と教育に乗り出した青山メディ
カルグループは、本年1月に実施された介護福祉士国家試験において、支援した留学生の40名中、39名が合格（合格
率97.5％）する快挙を成し遂げ、その成果を喜んだ。
　そこで、「Ｖisionと戦略」7月号特集では、どのようにして、このような快挙に至ったのか。ベトナムでの人材選
定、現地での日本語・介護教育、入国後の日本語教育、専門学校教育、アルバイト施設での就業支援、学習支援、生
活支援などの実際について取材を行ったので、一気通貫の教育支援システムの有効性について報告する。

介護留学生は５年間で20倍超
養成施設入学者の３割に近づく

Part 1
『Visionと戦略』編集部

『Visionと戦略』編集部

介護福祉士養成施設・
ＥＰＡにおける介護福祉士国家試験合格率

Part 2

青山メディカルグループ
留学生プログラム【PHOTO】

Part 3

受験者40名中39名が国家試験合格
勉強に専念させる体制を整備

Part 4
ＪＶＭＣＨＲ　代表取締役

株式会社青山ケアサポート　代表取締役

   岡田　宗修 氏 

重点指導する語学技能は
介護に必要な聞き、話す能力

Part 5
ＪＶＭＣＨＲ留学コンサルティングセンター

センター長 

サイブ　千賀 氏 

日本語能力試験向けでなく
介護現場で使える日本語力に特化

Part 6
青山ホープアカデミー日本語学校 

           副校長

阿部　卓史 氏 

個別面談やライン活用で
学習・就労・生活を支援

Part 7
青山メディカルグループ  兵庫地区統括責任者
介護老人福祉施設サンビラこうべ　施設長

早川　達道 氏 

介護福祉士資格を取得した
ベトナム人介護職員の高い志

Part 8 マン グエン スアン ハン 氏 
ファム ティ タイン フエン 氏 
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Part 1
「青山メディカルグループにおける
　外国人材の質と教育システムを探る」

「□□□□□□□□□□□□□□□□」

「青山メディカルグループにおける
　外国人材の質と教育システムを探る」

70
・
８
％
、
19
年
度
に
73
・
７
％

だ
っ
た
（
厚
生
労
働
省
発
表
）。

留
学
生
の
合
格
率
は
全
受
験
者
の

約
２
分
の
１
だ
か
ら
、
ま
だ
ま
だ

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
よ
う
だ
。

介
護
福
祉
士
養
成
施
設
協
会

低
い
合
格
率
を
懸
念
す
る

　

平
成
28
年
3
月
、
養
成
校
の
卒

業
生
に
係
る
介
護
福
祉
士
の
資
格

取
得
方
法
の
一
元
化
に
関
し
、
令

和
4
年
度
か
ら
の
国
家
試
験
の
義

務
付
け
を
図
る
た
め
に
設
置
し
た

5
年
の
経
過
措
置
に
関
す
る
法
律

が
成
立
し
交
付
さ
れ
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
日
本
介
護
福
祉
士
養
成

施
設
協
会
は
危
惧
。
昨
年
10
月
、

自
由
民
主
党
が
開
い
た
社
会
保
障

制
度
調
査
会
介
護
委
員
会
に
対
し

て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

　
「
今
後
も
少
な
く
と
も

２
０
０
０
人
以
上
、
介
護
福
祉
士

を
目
指
し
養
成
施
設
へ
の
入
学
を

希
望
す
る
者
が
い
る
と
推
定
さ

れ
、
そ
の
う
ち
６
割
以
上
の
者
が

出
身
国
数
は
26
カ
国

最
多
人
数
は
ベ
ト
ナ
ム

　

外
国
人
介
護
人
材
の
う
ち
、
Ｅ

Ｐ
Ａ
人
材
は
別
と
し
て
、
質
を
求

め
る
な
ら
留
学
生
が
ベ
タ
ー
と
い

う
選
択
肢
が
定
説
に
な
っ
た
。
留

学
生
が
介
護
福
祉
士
試
験
に
合
格

後
、
在
留
資
格
「
介
護
」
を
取

得
し
、
長
く
日
本
で
就
労
す
る
。

こ
の
コ
ー
ス
を
見
据
え
て
数
年

来
、
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
の
留

学
生
数
は
右
肩
上
が
り
を
続
け
、

２
０
１
５
年
度
に
94
人
だ
っ
た
入

学
者
数
は
19
年
度
に
２
０
３
７
人

と
じ
つ
に
入
学
者
数
全
体
の
29
・

２
％
を
占
め
た
。
受
け
入
れ
校
も

15
年
度
の
29
校
か
ら
１
６
７
校
に

増
え
た
（
公
益
社
団
法
人
日
本
介

護
福
祉
士
養
成
施
設
協
会
調
べ
）。

　

出
身
国
数
も
、
15
年
度
の
９
カ

国
か
ら
19
年
度
に
は
26
カ
国
に

増
え
、
入
学
者
は
ベ
ト
ナ
ム
が

圧
倒
的
に
多
く
１
０
４
７
人
。
以

下
、
中
国
（
２
１
２
名
）、
ネ
パ
ー

ル
（
２
０
３
名
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン

（
１
６
３
名
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

（
１
０
６
名
）、
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
99

名
）、ス
リ
ラ
ン
カ（
95
名
）と
続
く
。

　

介
護
福
祉
士
養
成
施
設
の
定
員

充
足
率
が
50
％
を
切
っ
て
い
る
な

か
で
、
い
ま
や
留
学
生
は
欠
か
せ

な
い
存
在
に
な
っ
た
。
こ
れ
は

養
成
施
設
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、
専
門
学
校
の
多
く
が
直
面
し

て
い
る
問
題
だ
が
、
留
学
生
を
確

保
で
き
な
け
れ
ば
、
学
校
経
営
は

危
機
の
淵
に
落
ち
て
し
ま
い
か
ね

な
い
。
学
生
数
を
留
学
生
に
頼
っ

た
経
営
が
あ
る
べ
き
姿
か
ど
う
か

は
と
も
か
く
、
向
き
合
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
現
実
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
介
護
福
祉
士
国
家
試

験
で
留
学
生
の
合
格
状
況
は
ど
う

な
の
か
。
18
年
度
の
合
格
率
は

38
・
０
％
、
19
年
度
は
35
・
９
％
。

数
あ
る
国
家
試
験
の
な
か
で
介
護

福
祉
士
は
比
較
的
合
格
率
が
高
い

と
言
わ
れ
、
日
本
人
を
含
む
全
受

験
者
の
合
格
率
は
、
18
年
度
に

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
関
を
通
じ
て
受

け
入
れ
た
留
学
生
は
累
計
２
０
０

名
前
後
で
、
今
年
の
介
護
福
祉
士

国
家
試
験
を
受
験
し
た
40
名
の
う

ち
、
じ
つ
に
39
名
が
合
格
し
た
。

昨
年
は
６
名
が
受
験
し
て
６
名
と

も
合
格
し
た
の
で
、
今
年
の
実
績

は
突
発
的
な
奇
跡
で
は
な
い
。

　

留
学
生
の
受
け
入
れ
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
問
題
が
大

き
な
障
壁
と
な
り
、
今
後
の
見
通

し
も
不
透
明
だ
が
、
ま
ず
は
本
特

集
で
同
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
を

学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

―
今
月
5
日
に
成
立
し
た
改
正

社
会
福
祉
法
の
関
連
法
は
、
介
護

の
専
門
学
校
等
を
卒
業
し
た
人
が

国
家
試
験
に
合
格
し
な
く
て
も
、

暫
定
的
に
介
護
福
祉
士
の
資
格
を

得
ら
れ
る
２
０
２
１
年
ま
で
の
特

例
の
経
過
措
置
を
5
年
延
長
す
る

と
し
た
。
慢
性
的
に
不
足
す
る
介

護
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
、
外

国
人
留
学
生
の
就
労
を
促
す
狙
い

だ
。

　

経
過
措
置
は
延
長
と
な
っ
た

が
、
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
で
学

ぶ
外
国
人
留
学
生
の
質
を
高
め
る

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と

に
は
変
わ
り
な
い
だ
ろ
う
。

（
文
／
編
集
部
）

不
合
格
に
な
る
と
、
日
本
の
介
護

施
設
で
介
護
業
務
に
従
事
で
き
な

い
者
が
毎
年
１
０
０
０
人
以
上
で

る
。
介
護
施
設
に
お
け
る
人
材
不

足
が
毎
年
１
０
０
０
人
以
上
累
積

し
て
い
く
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
」

　

そ
の
う
え
で
①
経
過
措
置
を
令

和
4
年
以
降
も
継
続
②
国
家
試
験

が
不
合
格
と
な
っ
た
場
合
の
「
准

介
護
福
祉
士
」
に
つ
い
て
、
当
該

年
の
４
月
以
降
に
介
護
施
設
で
の

フ
ル
タ
イ
ム
就
労
を
可
能
と
す
る

在
留
資
格
を
創
設
す
る
③
留
学
生

が
卒
業
し
た
後
も
介
護
福
祉
士
国

家
試
験
受
験
へ
の
経
費
を
助
成
す

る
④
卒
業
し
た
留
学
生
が
就
労
す

る
介
護
施
設
に
お
い
て
受
験
環
境

を
整
備
す
る
た
め
の
費
用
な
ど
を

支
援
す
る
―
―
な
ど
の
措
置
を
要

請
し
た
。

　

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
へ
の
合

格
状
況
が
向
上
し
な
け
れ
ば
、
や

が
て
入
学
者
数
に
影
響
が
及
び
、

ひ
い
て
は
介
護
現
場
に
も
外
国
人

人
材
の
確
保
難
と
し
て
跳
ね
返
っ

て
く
る
。

　

留
学
生
を
巡
る
こ
う
し
た
問
題

を
踏
ま
え
る
と
、
青
山
メ
デ
ィ
カ

ル
グ
ル
ー
プ
（
大
阪
府
吹
田
市
）

の
実
績
は
快
挙
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ベ
ト
ナ
ム
に
設
立
し
た
人
材
コ
ン

介
護
留
学
生
は
５
年
間
で
20
倍
超

養
成
施
設
入
学
者
の
３
割
に
近
づ
く
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Part 2

平成 29 年 9 月、在留資格「介護」が創設されたことにより、
介護福祉士養成施設に入学する外国人留学生は、従前は卒業
して介護福祉士の資格を取得しても日本で介護業務に従事で
きなかったが、創設後には日本で永続的に介護業務に従事で
きるようになった。またこの在留資格「介護」が創設された
こと等により、介護福祉士養成施設への外国人留学生の入学
者数は近年急激に増加している。平成27年には 94 名だった
ものが、平成 31年には 2037 名と約 20 倍になっている。尚、
介護福祉士養成施設の日本人を含めた全体の入学者は平成 27
年より減少傾向にあり、平成 31 年では入学者 6982 名のう
ち約 3分の１が外国人留学生となっている ( 図表１）。
（令和元年 10 月 31 日  公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会　社会保障制度

調査会介護委員会提出資料より抜粋）

　介護福祉士国家試験の合格率を全卒業生でみていくと、平成 30 年度は合格率が 88.3％、平成 31 年度は 87.1％という高い合格率
となっているのに対し、外国人留学生は平成 30 年度は 38.0％、平成３１年度は 35.9％となっている（図表２）。平成 28年3月、養
成校の卒業生に係る介護福祉士の資格取得方法の一元化に関し、令和4年度から国家試験の義務付けを図るために設置された 5 年の経
過措置に関する法律が公布された。この『経過措置』により、現在は国家試験に合格できなくても在留資格「介護」を取得できるが、『経
過措置』終了後は介護福祉士国家試験に合格できないと在留資格「介護」を取得できないため、母国に帰るなどしなければならない。
6 割の外国人留学生が不合格になることを考えると、日本の介護施設で介護事業に従事できない者は毎年 1000 人以上となり、今後の
介護施設における人材不足が毎年 1000 人以上累積していくことが推定される。
（令和元年 10 月 31 日  公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会  社会保障制度調査会介護委員会提出資料より抜粋）　

― 今月 5 日に成立した改正社会福祉法の関連法は、介護の専門学校等を卒業した人が国家試験に合格しなくても、暫定的に介護福祉
士の資格を得られる２０２１年までの特例の経過措置を 5年延長するとした。

【図表 1】令和元年 10 月 31 日  公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会
社会保障制度調査会介護委員会提出資料より編集部作成

【図表２】令和元年 10 月 31 日  公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会
　　　　　社会保障制度調査会介護委員会提出資料より編集部作成

【図表 3】編集部作成

介護福祉士養成施設・ＥＰＡにおける介護福祉士国家試験合格率

0

2000

4000

6000

8000

10000

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

20.0%

10.0%

0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

20.0%

10.0%

0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%100.0%

0

100

200

300

400

500

600

700

800

0

10

20

30

40

50

60

70

80

介護福祉士養成施設【図表１】

【図表2】

【図表3】

Visionと戦略  2020.7 10
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して介護福祉士の資格を取得しても日本で介護業務に従事で
きなかったが、創設後には日本で永続的に介護業務に従事で
きるようになった。またこの在留資格「介護」が創設された
こと等により、介護福祉士養成施設への外国人留学生の入学
者数は近年急激に増加している。平成27年には 94 名だった
ものが、平成 31年には 2037 名と約 20 倍になっている。尚、
介護福祉士養成施設の日本人を含めた全体の入学者は平成 27
年より減少傾向にあり、平成 31 年では入学者 6982 名のう
ち約 3分の１が外国人留学生となっている ( 図表１）。
（令和元年 10 月 31 日  公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会　社会保障制度
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　介護福祉士国家試験の合格率を全卒業生でみていくと、平成 30 年度は合格率が 88.3％、平成 31 年度は 87.1％という高い合格率
となっているのに対し、外国人留学生は平成 30 年度は 38.0％、平成３１年度は 35.9％となっている（図表２）。平成 28年3月、養
成校の卒業生に係る介護福祉士の資格取得方法の一元化に関し、令和4年度から国家試験の義務付けを図るために設置された 5 年の経
過措置に関する法律が公布された。この『経過措置』により、現在は国家試験に合格できなくても在留資格「介護」を取得できるが、『経
過措置』終了後は介護福祉士国家試験に合格できないと在留資格「介護」を取得できないため、母国に帰るなどしなければならない。
6 割の外国人留学生が不合格になることを考えると、日本の介護施設で介護事業に従事できない者は毎年 1000 人以上となり、今後の
介護施設における人材不足が毎年 1000 人以上累積していくことが推定される。
（令和元年 10 月 31 日  公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会  社会保障制度調査会介護委員会提出資料より抜粋）　

― 今月 5 日に成立した改正社会福祉法の関連法は、介護の専門学校等を卒業した人が国家試験に合格しなくても、暫定的に介護福祉
士の資格を得られる２０２１年までの特例の経過措置を 5年延長するとした。

【図表 1】令和元年 10 月 31 日  公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会
社会保障制度調査会介護委員会提出資料より編集部作成

【図表２】令和元年 10 月 31 日  公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会
　　　　　社会保障制度調査会介護委員会提出資料より編集部作成

【図表 3】編集部作成

介護福祉士養成施設・ＥＰＡにおける介護福祉士国家試験合格率
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【図表2】

【図表3】

「青山メディカルグループにおける
　外国人材の質と教育システムを探る」

P11 掲載グラフは「第 31 回介護福祉士国家試験結果」（厚生労働省資料）より
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Part 3

青山メディカルグループ　留学生プログラム

1 年 ２年1年

留学生の

面接

介護福祉士

国家試験

合格後、

日本で 3年＋α 働く
日本語・介護の教育

青山ホープアカデミーにて
日本語の教育 国家試験『介護福祉士』取得のための教育

青山メディカルグループ　関連施設

3 年

JVMCHR

ＡＨＡ 介護福祉士専門学校

アルバイト

在留資格『介護』

ベトナムベトナム 日　　本日　　本

中  国

ラオス

タイ

カンボジア

ベトナム

ホーチミン

ダナン

Vietnam

Japann

大阪府

兵庫県

日本からベトナムへ (地理的なセンタ )
の直線距離 (航空経路）は3865キロ 。
関西国際空港からベトナム・ハノイまで
の飛行時間はおよそ５時間。ベトナム・
ホーチミンまではおよそ５時間５０分。
時差は２時間。

左下は JVMCHR が看護大学で行う説明会の様子。右下は介護福祉士専門学校で学び、介護福祉士国
家試験に無事合格し、卒業証書を手にして微笑むファム ティ タイン フエン氏。（フエン氏のインタ
ビューは P22 に掲載しています。)

ハノイ

大阪府

なセンタ )
865キロ 。
ハノイまで
トナム・
５０分。

左下は JVMCHR が看護大学で行う説明会の様子。右下は介護福祉士専門学校で学び、介護福祉士大左下は JVMCHR が看護大学で行う説明会の様子。右下は介護福祉士専門学校で学び、介護福祉士国
し にし ァムティタイン エン氏 （ エン氏のインタ試験に無 合格 書を手 微笑む タ家試験に無事合格し 卒業証書を手にして微笑むファムティタインフエン氏 （フエン氏のインタ
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「青山メディカルグループにおける
　外国人材の質と教育システムを探る」 Part 3

JVMCHR  in Vietnam

青山メディカルグループ　留学生プログラムグ プ 留学 プ グ

❹『今年の漢字』。1年を振り返って、その年の漢字を一字選び、その思いを書いて発表する。
❺❻介護の授業風景。高齢者のオムツ交換について学んでいる様子。　❼クラス風景。夢に向かって学ぶ学生の笑顔は輝いている。

❶JVMCHRコンサルタンツの教育センター長 サイブ千賀氏の日本語授業の様子。学生は一言も聞き漏らすまいと集中して授業を受けている。
❷七夕まつり。各々自分の夢や希望を短冊に書き、笹の葉に飾っていく。❸書道体験。『とめ』『はね』など教えられた通りに半紙に書いていく。
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AHA  in Japan

アルバイト in Japan

青山メディカルグループ　留学生プログラムグ プ 留学 プ グ

❶神社体験。神社とお寺の違いは？鈴、お賽銭、初詣、お守り、手水…。利用者さんと話す際の基礎となる体験を積み重ねる。❷文化パフォーマンス。ベトナムの
民族衣装『アオザイ』姿で伝統の舞を披露。❸百人一首体験。正座とあわせた文化体験の一つ。体験とはいえ目は真剣そのもの、白熱のバトルとなる。
❹寮で遅くまで勉強をしている様子。徹底的に宿題を課されるので、学生は寸暇を惜しんで勉強をする。❺日本語授業の様子。

❻❼アルバイト先の介護施設で利用者の洗髪、ベッドメイキングをする様子。❽施設のイベント『クリスマス会』に参加する留学生（黒い服が留学生）。一人のスタッ
フとして日本人に自然に受けれられていくケースが多くある。❾介護施設でカンファレンスに参加をする様子。
10寮での食事の様子。その日学校であったこと、アルバイト先であったことを話しながら食べる夕食は、明日への活力となっている。
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Part 4
「青山メディカルグループにおける
　外国人材の質と教育システムを探る」

ハ
ノ
イM

y
D

inh

教
育
セ
ン
タ
ー

（
日
本
語
及
び
介
護
教
育
）及
び
ダ

ナ
ン
支
社
を
本
格
的
に
稼
働
さ
せ

ま
し
た
。
同
時
期
に
、
国
立
ダ
ナ

ン
医
薬
技
術
大
学
内
に
て
、
日
本

語
学
習
希
望
者
に
対
し
日
本
語
寄

付
講
座
を
開
始
し
、
同
年
9
月
に

は
同
大
学
に
日
本
語
学
科
を
弊
社

全
面
協
力
の
も
と
開
設
し
て
い
た

だ
き
、
大
学
の
必
須
外
国
語
選
択

科
目
と
し
て
日
本
語
履
修
希
望
の

1
期
生
に
日
本
語
教
育
を
開
始
い

た
し
ま
し
た
。
現
在
は
1
期
生
2

期
生
合
わ
せ
て
88
名
の
看
護
学
生

が
必
須
外
国
語
科
目
と
し
て
日
本

語
を
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
コ
ロ

ナ
禍
で
開
始
が
遅
れ
ま
し
た
が
、

今
年
５
月
に
は
フ
ォ
ン
ド
ン
ダ
ナ

ン
短
期
大
学
に
お
い
て
も
、
弊
社

と
特
定
技
能
及
び
技
能
実
習
生
送

出
機
関
の
N
C
H
R
社
協
力
の
も

と
同
様
の
ス
キ
ー
ム
で
日
本
語
教

育
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
、
大

学
内
に
お
い
て
一
般
的
に
他
社
が

行
っ
て
い
る
日
本
語
寄
付
講
座
で

は
な
く
、
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
日
本
語
学
科
を
開
設
し
て
、
学

科
の
運
営
を
受
託
し
て
い
ま
す
。

現
地
に
配
置
し
て
い
る
日
本
語

教
師
は
、
日
本
人
４
名
（
日
本
国

が
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
？ 

ベ

ト
ナ
ム
人
ス
タ
ッ
フ
の
意
見
も
取

り
い
れ
な
が
ら
、
双
方
に
貢
献
で

き
る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

介
護
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、ま
ず
ベ
ト
ナ
ム
国

内
の
日
本
語
学
校
に
お
い
て
、
日

本
語
レ
ベ
ル
を
N
３
ま
で
高
め
る
。

次
に
、
日
本
へ
の
入
国
後
、
日
本

語
学
校
で
１
年
、
介
護
専
門
学
校

で
２
年
学
ん
だ
後
、
介
護
福
祉
士

の
資
格
を
取
得
し
、在
留
資
格
『
介

護
』
を
獲
得
す
る
と
い
う
流
れ
で
、

「
自
己
負
担
ゼ
ロ
の
完
全
給
付
型
」

の
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ

の
た
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
後
、
何

年
間
か
働
い
て
返
済
し
な
さ
い
と

か
、
途
中
で
離
脱
し
た
ら
そ
れ
ま

で
の
費
用
を
返
済
し
な
さ
い
と

い
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
そ
の
後
、
Ｊ
Ｖ
Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
の
事
業

内
容
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

岡
田　

も
と
も
と
Ｊ
Ｖ
Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｒ

は
、
留
学
生
を
日
本
へ
送
り
出
す

留
学
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
し
た
が
、

現
在
事
業
の
メ
イ
ン
は
、
来
日
希

望
が
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
人
材
の
募
集

と
日
本
語
教
育
に
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
２
０
１
８
年
３
月
に
は
、

大
学
に
日
本
語
学
科
開
設

運
営
を
受
託
す
る
体
制

■
岡
田
代
表
の
略
歴
と
青
山
メ

デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
の
概
要
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

岡
田　

青
山
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー

プ
は
、
大
阪
府
藤
井
寺
市
に
あ
る

総
合
病
院「
青
山
病
院
」を
中
心
に
、

総
合
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
特
養

や
老
健
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、 

38
施
設
・ 

88

事
業
所
を
運
営
し
、
総
従
業
員
数

は
約
２
５
０
０
名
で
す
。

　

特
徴
と
し
て

は
、グ
ル
ー
プ
全

体
の
規
模
は
大

き
い
の
で
す
が
、

大
阪
府
と
兵
庫

県
に
渡
る
広
い

エ
リ
ア
に
施
設

が
点
在
し
て
い

ま
す
の
で
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の

規
模
は
大
小
様
々
で
す
。
地
域
に

よ
っ
て
は
、
我
々
が
最
大
手
の
市

町
村
も
あ
れ
ば
逆
に
、
末
席
を
温

め
て
い
る
市
町
村
も
あ
り
、
地
域

に
お
け
る
我
々
の
シ
ェ
ア
に
応
じ

て
柔
軟
な
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
２
０
０
０
年
に
川
崎
医

科
大
学
を
卒
業
し
て
医
師
に
な
り
、

兵
庫
医
科
大
学
病
院
の
小
児
科
学

教
室
に
入
局
し
、
そ
の
後
、
青
山

メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
に
て
主
に

介
護
事
業
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る

事
業
の
立
ち
上
げ
や
事
業
化
を

担
っ
て
い
ま
す
。

■
Ｊ
Ｖ
Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
設
立
か
ら
今
日

ま
で
の
取
り
組
み
と
そ
の
経
過
、

お
よ
び
経
営
方
針
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

岡
田　

２
０
１
５
年
６
月
に
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
人
材
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
国

に
お
い
て
Ｊ
Ｖ
Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
を
設
立

し
ま
し
た
。
現
在
で
は
さ
ら
に
、
留

学
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
人
材
紹
介
、

教
育
ラ
イ
セ
ン
ス
等
を
順
次
取
得

し
、
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｖ
Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
の
経
営
方
針
や

存
在
意
義
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
材
と

日
本
法
人
の
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン

グ
さ
せ
る
こ
と
で
、
日
本
と
ベ
ト

ナ
ム
の
架
け
橋
に
な
る
と
い
う
も

の
で
す
。
親
日
国
で
あ
る
ベ
ト
ナ

ム
の
人
々
に
、
日
本
を
好
き
で
い

つ
づ
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
我
々

受
験
者
40
名
中
39
名
が
国
家
試
験
合
格

勉
強
に
専
念
さ
せ
る
体
制
を
整
備

青
山
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
Ｊ
Ｖ
Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
は
、
介
護
人
材
確
保
に
向
け
て
、
外
国
人

留
学
生
を
累
計
２
０
０
名
強
受
け
入
れ
て
き
た
。
２
０
２
０
年
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
で
は
40
名
が
受
験
し
て
39

名
が
合
格
し
て
い
る
。
人
材
募
集
か
ら
教
育
支
援
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
岡
田
代
表
に
聞
い
た
。

ＪＶＭＣＨＲ　代表取締役
株式会社青山ケアサポート　代表取締役

　　　    岡田　宗修 氏 
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を
取
得
し
ま
し
た
の
で
、
こ
ち
ら

か
ら
人
材
を
供
給
し
て
い
き
ま
す
。

す
で
に
Ｊ
Ｖ
Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
、
N
Ｃ
Ｈ

Ｒ
、エ
タ
ン
セ
ル（
登
録
支
援
機
関
）

と
４
つ
の
大
学
・
短
期
大
学
と
の

間
で
人
材
募
集
教
育
送
出
契
約
を

締
結
し
て
お
り
、
介
護
業
界
に
限

ら
ず
様
々
な
分
野
で「
募
集
、教
育
、

送
り
出
し
」
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
３
月
に
は
懸
案
事
項

で
あ
る
特
定
技
能
に
関
す
る
ベ
ト

ナ
ム
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
費
用
に
関
し
て
は
、

送
出
機
関
は
日
本
側
受
入
れ
法
人

と
候
補
生
か
ら
合
計
給
料
３
カ
月

分
を
上
限
に
徴
収
で
き
て
、
そ
の

う
ち
１
カ
月
分
以
上
は
日
本
側
受

入
れ
法
人
が
支
払
う
と
い
う
内
容

で
す
。
な
の
で
、
特
定
技
能
は
技

能
実
習
生
ほ
ど
来
日
時
に
候
補
生

の
自
己
負
担
費
用
が
か
か
ら
な
い

た
め
、
特
定
技
能
で
の
来
日
希
望

者
は
増
え
る
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
日
本
側
か
ら
見
る
と
、

特
定
技
能
の
場
合
は
日
本
に
来
て

か
ら
の
転
職
が
可
能
な
た
め
、
都

市
部
以
外
の
事
業
者
に
と
っ
て
は
、

給
料
の
高
い
都
市
部
に
来
日
後
早

い
段
階
で
、
転
職
さ
れ
る
と
い
う

リ
ス
ク
が
生
じ
ま
す
。
給
与
情
報

は
、
在
日
ベ
ト
ナ
ム
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
中
で
は
す
ぐ
に
共
有
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
の
で
。

■
青
山
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
も

特
定
技
能
を
採
用
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

岡
田　

い
え
、
基
本
的
に
特
定
技

能
で
の
積
極
採
用
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。青
山
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー

プ
の
１
／
３
程
度
の
施
設
は
兵
庫

県
の
山
間
部
に
開
設
し
て
い
ま
す

の
で
、
採
用
し
て
も
都
市
部
に
転

職
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で

す
。
ま
た
昨
年
4
月
に
は
6
名
、

今
年
４
月
に
は
37
名
の
ベ
ト
ナ
ム

人
介
護
福
祉
士
の
新
卒
を
採
用
し

た
ほ
か
、
ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生
ア

ル
バ
イ
ト
が
１
０
０
名
以
上
い
ま

す
の
で
、
向
こ
う
２
～
３
年
を
考

え
る
と
、
１
０
０
名
近
く
の
ベ
ト

ナ
ム
人
介
護
福
祉
士
を
新
卒
で
賄

え
る
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
人
数
は
十

分
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
我
々
と
し
て
は
、
今
後

は
比
較
的
雇
用
の
数
字
が
読
み
や

す
い
技
能
実
習
生
を
定
期
的
に
採

用
し
、
そ
の
中
か
ら
優
秀
で
や
る

気
と
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
の
高
い
実
習

生
を
特
定
技
能
に
切
り
替
え
、
実

務
経
験
ル
ー
ト
で
介
護
福
祉
士
に

な
る
人
材
を
育
て
、在
留
資
格
『
介

護
』
へ
と
導
い
て
い
く
方
針
を
固

め
て
い
ま
す
。
そ
の
為
に
現
在
の

留
学
生
の
中
か
ら
介
護
福
祉
士
試

験
に
合
格
し
た
者
を
全
施
設
に
配

置
し
、
技
能
実
習
生
の
教
育
担
当

に
据
え
、
さ
ら
に
２
年
後
に
優
秀

な
実
習
生
を
特
定
技
能
に
切
り
替

え
て
、
そ
の
後
、
介
護
福
祉
士
試

験
に
合
格
す
れ
ば
在
留
資
格
『
介

護
』
に
移
行
し
て
い
く
。
そ
の
よ

う
な
コ
ー
ス
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
直

接
入
国
し
て
く
る
ベ
ト
ナ
ム
人
特

定
技
能
人
材
に
つ
い
て
は
、
受
け

入
れ
を
希
望
さ
れ
る
我
々
以
外
の

介
護
事
業
者
さ
ん
へ
の
供
給
を
考

え
て
い
ま
す
。

■
こ
の
度
の
介
護
福
祉
士
国
家
試

験
で
、
青
山
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー

プ
が
支
援
す
る
留
学
生
40
名
の
う

ち
39
名
が
合
格
さ
れ
た
そ
う
で
す

ね
。
高
い
合
格
率
と
な
っ
た
要
因

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

岡
田　

難
し
い
質
問
で
す
ね
。
じ

つ
は
去
年
は
、
６
名
が
受
験
し
て

６
名
と
も
合
格
し
た
の
で
、
合
格

率
は
１
０
０
％
で
し
た
。今
年
は

昨
年
を
下
回
っ
た
の
で
す（
笑
）。

複
数
の
要
因
で
こ
の
結
果
に
つ
な

が
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
一
つ

目
の
要
因
と
し
て
は
、
留
学
1
年

目
の
日
本
語
教
育
を
自
社
グ
ル
ー

プ
内
で
し
っ
か
り
行
い（
A
H
A
）、

高
い
レ
ベ
ル
で
専
門
学
校
に
入
学

さ
せ
た
と
い
う
点
だ
と
思
い
ま
す
。

2
つ
目
と
し
て
は
、
ア
ル
バ
イ
ト

を
通
じ
て
し
っ
か
り
と
専
門
学
校

に
入
学
す
る
前
に
介
護
の
現
場
や

仕
事
内
容
を
理
解
さ
せ
た
と
い
う

点
で
す
。
そ
し
て
3
つ
目
と
し
て

は
ベ
ト
ナ
ム
人
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
E
P
A
の
介
護
福
祉
士

合
格
率
を
見
ま
し
て
も
、
他
の
国

に
比
べ
て
ベ
ト
ナ
ム
人
の
合
格
率

は
と
て
も
高
い
で
す
。
こ
れ
は
、

ベ
ト
ナ
ム
社
会
が
比
較
的
学
歴
重

視
の
社
会
で
、
勉
強
を
す
る
癖
や

試
験
を
受
け
た
経
験
が
他
国
に
比

べ
て
相
対
的
に
高
い
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

　

4
つ
目
は
忍
耐
と
学
生
に
か
か

わ
る
職
員
や
先
生
方
の
努
力
で

し
ょ
う
か
。
正
直
に
言
い
ま
す
と
、

す
べ
て
の
生
徒
が
理
想
の
生
徒
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
に
は
、

親
元
を
離
れ
日
本
に
来
た
解
放
感

で
当
初
、
来
日
時
に
持
っ
て
い
た

介
護
福
祉
士
に
な
る
夢
を
忘
れ
て
、

異
性
交
遊
で
ダ
メ
に
な
っ
た
生
徒

や
、
遊
び
惚
け
て
学
校
を
休
ん
で

勉
強
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
る
生

内
資
格
で
あ
る
日
本
語
教
師
資
格

所
持
者
）
と
ベ
ト
ナ
ム
人
７
名
の

計
11
名
で
、
日
本
に
お
い
て
我
々

が
運
営
し
て
い
る
日
本
語
学
校

（A
oyam

a H
ope A

cadem
y

）
の

教
師
の
数
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
し
て

も
A
H
A
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
、

常
に
効
果
的
な
日
本
語
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
作
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
我
々
の
も
と
で
来
日
を
夢

見
て
日
本
語
を
学
習
し
て
い
る
ベ

ト
ナ
ム
人
人
材
は
、
２
５
０
人
以

上
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
語
教
育
の
み
な
ら

ず
、
介
護
技
能
実
習
生
に
対
す
る

出
国
前
準
備
研
修
、
技
能
実
習
生

管
理
団
体
か
ら
受
託
し
て
い
る
入

国
前
講
習
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
に
お

け
る
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
資

格
取
得
サ
ポ
ー
ト
、
Ｊ
・
Ｔ
Ｅ
Ｓ

Ｔ
（
実
用
日
本
語
検
定
）
実
施
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
、
教
育
関
連
事

業
も
幅
広
く
展
開
し
て
い
ま
す
。

勉
強
に
注
力
で
き
な
い

留
学
生
に
は
帰
国
を
命
じ
た

■
特
定
技
能
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
か
。

岡
田　

特
定
技
能
に
つ
い
て
は
、

N
Ｃ
Ｈ
Ｒ
社
が
送
出
機
関
の
認
可
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「青山メディカルグループにおける
　外国人材の質と教育システムを探る」

と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。
そ
の
あ

た
り
も
台
湾
や
韓
国
の
魅
力
の
ひ

と
つ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
に
つ
い
て
は
、
こ
の
20
年

間
デ
フ
レ
が
続
い
て
き
た
影
響
か

ら
な
の
か
、
給
料
が
低
い
と
い
う

評
判
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
１
年

以
上
前
は
月
給
13
万
５
０
０
０
円

で
「
ま
ず
ま
ず
良
い
条
件
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
が
、
今
で
は
「
16
万

円
で
は
安
い
。
18
万
円
や
19
万
円

で
な
い
と
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

送
出
機
関
か
ら
は
「
手
取
り

13
万
円
以
下
で
は
集
め
ら
れ
な
い

の
で
、
受
け
付
け
ま
せ
ん
」
と
申

し
渡
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま

た
最
近
で
は
介
護
以
外
の
日
本
の

職
種
、
例
え
ば
製
造
業
や
観
光
産

業
、
外
食
産
業
等
の
給
料
は
20
万

円
を
超
え
給
与
水
準
が
上
が
っ
て

い
る
の
で
、
介
護
の
雇
用
条
件
は

不
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
に
人
手
不
足
が
続
く
な

か
、
各
国
が
ベ
ト
ナ
ム
に
人
材
募

集
を
か
け
て
い
る
た
め
、
日
本
と

し
て
の
強
み
が
問
わ
れ
始
め
て
い

ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
人
に
と
っ
て
、

今
は
ま
だ
日
本
は
憧
れ
の
国
で
す

か
ら
人
材
の
募
集
を
行
え
て
い
ま

す
が
、
率
直
に
言
っ
て
、
給
料
面
、

る
の
は
遠
隔
地
や
農
村
部
の
人
た

ち
が
多
い
の
で
、
我
々
も
ハ
ノ
イ

周
辺
で
の
募
集
は
も
う
無
理
だ
と

思
っ
て
、
ダ
ナ
ン
に
軸
足
を
移
し

て
い
ま
す
。
ダ
ナ
ン
は
ま
だ
ま
だ

観
光
以
外
に
主
な
産
業
が
な
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
街
で
は
な
い
の
で
、
仕

事
が
あ
っ
て
も
雇
用
条
件
が
良
く

な
く
、
日
本
に
行
き
た
い
と
い
う

人
を
集
め
や
す
い
の
で
す
。

　

ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
非
常
に

多
く
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
動
い
て
い

る
こ
と
も
、
募
集
活
動
の
支
障
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
日
本
は
就
労
先
と

し
て
人
気
の
高
い
国
で
す
が
、
あ

く
ま
で
東
京
や
大
阪
な
ど
都
市
部

に
限
ら
れ
た
人
気
で
、
地
方
は
人

気
の
対
象
外
で
す
。

■
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
国
、
韓
国
、

台
湾
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
に

対
す
る
労
働
条
件
は
、
日
本
と
比

べ
て
、ど
の
よ
う
な
現
状
で
す
か
。

岡
田　

韓
国
と
台
湾
に
行
き
た
い

と
い
う
声
は
聞
き
ま
す
が
、
中
国

に
行
き
た
い
と
い
う
声
は
あ
ま
り

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
韓

国
や
台
湾
は
日
本
に
比
べ
て
往
復

の
航
空
運
賃
が
安
い
こ
と
や
、
日

本
よ
り
様
々
な
面
で
待
遇
が
良
い

徒
も
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
生
徒

に
対
し
て
は
、
学
校
の
先
生
方
や

支
弁
法
人
の
管
理
者
や
、
留
学
生

管
理
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
根
気

強
く
何
度
も
面
談
や
生
活
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
努
力

の
結
果
、
ま
た
初
心
に
帰
っ
て
頑

張
る
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
奨
学

金
制
度
の
規
定
に
違
反
し
続
け
る

生
徒
に
対
し
て
支
弁
者
と
し
て
毅

然
と
し
た
態
度
で
帰
国
を
促
す
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
11
月
に

話
し
合
い
の
結
果
２
名
の
留
学
生

が
帰
国
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
生

徒
た
ち
は
今
年
卒
業
し
た
専
門
学

校
の
留
学
生
の
同
期
で
、
こ
の
学

年
に
関
し
て
は
、
こ
こ
1
年
ほ
ど

帰
国
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
残

念
な
が
ら
帰
国
者
が
出
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
他
の
留
学

生
は
か
な
り
の
緊
張
感
を
も
っ
て

勉
強
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

■
２
名
は
泣
く
泣
く
帰
国
し
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

岡
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い
え
、
２
名
と
も
ケ
ロ
ッ

と
し
て
い
ま
し
た
。
普
通
な
ら
奨

学
金
を
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
事

で
、
感
謝
を
感
じ
る
で
し
ょ
う
が
、

帰
国
し
て
い
く
生
徒
た
ち
は
感
覚

が
違
い
ま
す
。
奨
学
金
を
も
ら
っ

て
い
る
こ
と
に
は
「
そ
れ
は
そ
れ
」

と
割
り
切
っ
て
い
て
、「
勉
強
で

苦
し
む
の
は
自
分
だ
か
ら
、
自
分

の
人
生
な
の
で
自
分
が
し
た
い
よ

う
に
す
る
」
と
い
う
意
識
な
の
で

す
（
笑
）。
お
金
と
が
ん
ば
り
が
つ

な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
手
厚
い
奨

学
金
を
支
給
し
て
も
、
そ
れ
が
当

た
り
前
と
思
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

「
普
通
は
」
と
か
「
常
識
で
は
」
と

説
明
し
て
も
、
そ
れ
は
日
本
の
基

準
で
あ
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
生
徒

に
は
通
用
し
ま
せ
ん
。

■
留
学
生
に
対
す
る
学
習
環
境
の

整
備
で
工
夫
し
た
こ
と
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

岡
田　

国
家
試
験
前
の
昨
年
12
月

に
は
勉
強
に
専
念
さ
せ
る
た
め
に
、

ア
ル
バ
イ
ト
の
時
間
を
ほ
ぼ
ゼ
ロ

に
し
ま
し
た
。
留
学
生
た
ち
は
日

本
に
来
て
３
年
近
く
経
ち
、こ
の
間

の
ア
ル
バ
イ
ト
で
お
金
を
貯
め
て

い
る
う
え
に
、
生
活
費
と
し
て
毎

月
４
万
円
を
貸
与
し
て
い
た
の
で
、

勉
強
に
専
念
し
て
も
経
済
的
に
困

る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
専
門
学
校
の
先
生
方
が
本

当
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
と
く
に

追
い
込
み
段
階
で
し
っ
か
り
と
指

導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
我
々

の
留
学
生
を
大
事
に
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

青
山
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
の

留
学
生
が
通
っ
て
い
る
専
門
学
校

は
、
大
阪
府
に
２
校
、
兵
庫
県
に

２
校
で
す
が
、
ど
の
専
門
学
校
で

も「
外
国
人
留
学
生
＝
青
山
メ
デ
ィ

カ
ル
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
位
置
付

け
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
か
な
り

熱
心
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。
当
初
よ
り
我
々
と
一
緒
に

頑
張
っ
て
頂
い
て
お
り
、
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

「
月
給
16
万
円
は
安
い
」と
評
価

給
与
水
準
で
他
国
よ
り
も
不
利

■
全
世
界
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
に
求
人

が
殺
到
し
て
、
人
材
の
枯
渇
が
叫

ば
れ
て
い
ま
す
ね
。

岡
田　

ベ
ト
ナ
ム
の
若
者
に
と
っ

て
進
路
の
選
択
肢
が
増
え
た
の
で
、

大
都
市
圏
で
は
日
本
に
行
き
た
い

人
材
を
集
め
に
く
く
な
っ
て
い
ま

す
。 

経
済
発
展
に
よ
っ
て
、
ハ
ノ

イ
や
ホ
ー
チ
ミ
ン
な
ら
日
本
円
で

月
８
～
10
万
円
を
稼
げ
る
時
代
が

見
え
て
き
た
の
で
、
と
く
に
都
市

部
の
優
秀
な
人
た
ち
は
あ
ま
り
応

募
し
て
き
ま
せ
ん
。
応
募
し
て
く
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Part 4

た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
学
生
が
来
日
で
き

ず
に
見
送
り
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
取
り
組
み
は
来
年
か

ら
再
来
年
に
か
け
て
本
格
的
に
大

き
く
な
っ
て
い
く
見
通
し
で
す
。

■
介
護
分
野
の
在
留
資
格
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
、

留
学
生
、技
能
実
習
生
、特
定
技
能
、在
留

資
格
「
介
護
」
の
５
種
類
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
評
価
、今
後
の
J
Ｖ
Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
の

事
業
展
開
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

岡
田　

多
く
の
来
日
外
国
人
が
目

指
す
と
こ
ろ
は
、
日
本
で
一
番
長

く
仕
事
が
で
き
、
家
族
も
呼
べ
て
、

永
住
も
で
き
る
在
留
資
格
「
介
護
」

で
す
。
さ
ら
に
雇
用
側
に
と
っ
て

も
、
日
本
人
と
同
じ
よ
う
に
雇
用

で
き
、
仕
事
内
容
や
勤
務
で
き
る

事
業
種
別
も
制
限
の
な
い
在
留
資

格
「
介
護
」
が
、
一
番
望
ま
し
い

形
だ
と
思
い
ま
す
。

　

特
定
技
能
に
関
し
て
は
、最
長
通

算
５
年
間
の
勤
務
が
行
え
ま
す
が
、

介
護
に
関
し
て
は
訪
問
系
サ
ー
ビ

ス
で
の
勤
務
が
許
可
さ
れ
て
お
ら

ず
、
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等

で
の
勤
務
が
実
際
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り

家
族
の
帯
同
も
認
め
ら
れ
て
お

ら
ず
、
こ
れ
ら
の
点
に
お
い
て
ま

だ
ま
だ
就
労
側
雇
用
側
の
ニ
ー
ズ

を
す
べ
て
満
た
せ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
在

留
資
格
「
介
護
」
へ
の
実
務
経
験

ル
ー
ト
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た

為
、
こ
の
ル
ー
ト
の
プ
ロ
セ
ス
と

し
て
は
非
常
に
有
効
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
我
々
も

今
年
4
月
よ
り
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

特
定
技
能
ス
タ
ッ
フ
を
パ
イ
ロ
ッ

ト
ケ
ー
ス
と
し
て
大
阪
市
内
の
施

設
に
5
名
雇
用
し
ま
し
た
。
こ
の

子
た
ち
は
元
々
他
業
種
の
技
能
実

習
2
号
生
で
介
護
経
験
は
全
く
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ

問
題
な
く
ベ
ト
ナ
ム
人
ス
タ
ッ
フ

や
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
と
も
う
ま
く

や
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
や
特
定
技
能
は
我
々
に

と
っ
て
新
し
い
試
み
で
、
こ
れ
か

ら
経
験
を
積
ん
で
い
き
、
よ
り
よ

い
活
用
方
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

技
能
実
習
に
関
し
て
は
、
最
長

３
号
ま
で
の
５
年
間
の
勤
務
が
可

能
で
す
が
、
実
際
は
２
号
終
了
後

特
定
技
能
へ
の
在
留
資
格
変
更
希

望
が
主
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

実
質
は
３
年
間
の
勤
務
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
特
定
技
能
と
同
じ
よ

う
に
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
で
の
実
習

は
不
可
で
、
家
族
帯
同
も
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
実
習
生

に
と
っ
て
は
実
質
的
に
は
転
職
に

自
由
が
な
い
こ
と
も
、
特
定
技
能

よ
り
魅
力
が
劣
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
雇
用
側
と
し
て
は
転
職
リ
ス

ク
が
ほ
ぼ
な
く
、
人
員
配
置
予
定

か
立
て
や
す
い
の
が
魅
力
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
勤
務
期
間
は

３
年
と
短
く
、
よ
う
や
く
一
人
前

に
育
て
た
段
階
で
実
習
期
間
が
終

わ
っ
て
し
ま
う
の
が
制
度
と
し
て

使
い
づ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
技
能
実
習
と
特
定
技
能

を
合
わ
せ
れ
ば
８
年
間
の
勤
務
が

で
き
、
こ
の
期
間
内
で
し
っ
か
り

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
合
格
へ
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、在
留
資
格
「
介

護
」
へ
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

後
述
の
留
学
生
よ
り
も
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
的
に
は
良
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

留
学
生
に
関
し
て
は
、元
々
我
々

の
メ
イ
ン
の
外
国
人
人
材
確
保
方

法
で
し
た
の
で
、
絶
賛
し
た
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
こ
こ
４
年
間
で
日

本
国
内
の
法
制
度
も
変
わ
っ
て
き

て
お
り
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

的
に
は
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
で
す
か
ら
、我
々

も
留
学
生
に
関
し
て
は
、
今
年
か

ら
少
数
精
鋭
で
育
て
て
い
く
方
向

に
舵
を
切
り
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
留
学
生
候
補
者
の
高
校
時
代
の

学
業
成
績
ス
コ
ア
を
従
来
の
6.5
以

上
か
ら
8.0
以
上
に
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
医
師
に

な
れ
る
学
力
の
点
数
で
す
。
ま
た
、

年
齢
も
23
歳
以
下
に
し
ま
し
た
。

　

留
学
生
の
良
い
点
は
、
な
に
よ

り
技
能
実
習
や
特
定
技
能
希
望
者

よ
り
も
優
秀
な
生
徒
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
点
で
す
。
優
秀

な
子
ほ
ど
、
留
学
の
希
望
は
高
い

か
ら
で
す
。

　

E
P
A
に
関
し
て
、
我
々
は
受

け
入
れ
実
績
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。

　

今
後
、J
V
M
C
H
R
と
し
ま

し
て
は
、今
ま
で
以
上
に
、し
っ
か

り
ベ
ト
ナ
ム
国
内
に
お
い
て
信
頼

と
信
用
を
得
て
、優
秀
な
人
材
を
確

保
し
、
よ
り
良
い
教
育
を
提
供
し

て
、
良
い
人
材
を
介
護
業
界
の
み

な
ら
ず
優
秀
な
外
国
人
人
材
を
求

め
て
い
る
法
人
へ
供
給
で
き
る
よ

う
、い
ろ
い
ろ
な
高
校
・
短
期
大
学
・

大
学
と
協
力
し
て
、
日
越
双
方
か

ら
「
日
本
に
来
て
よ
か
っ
た
」「
来

て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」
と
言
っ

て
い
た
だ
け
る
人
材
育
成
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
文
／
編
集
部
）

待
遇
面
ま
た
在
留
資
格
の
取
得
に

関
し
て
も
、
こ
の
ま
ま
で
は
日
本

は
他
国
に
太
刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
。

■
Ｊ
Ｖ
Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
は
、
早
く
か
ら

看
護
大
学
な
ど
と
の
提
携
で
人
材

の
安
定
確
保
を
図
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
成
果
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

岡
田　

青
山
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー

プ
は
、
提
携
先
大
学
の
学
長
や
国

際
交
流
部
長
な
ど
関
係
す
る
大
学

の
方
々
を
日
本
に
招
待
し
て
、
受

け
入
れ
施
設
や
留
学
生
の
通
う
学

校
、
住
居
を
実
際
に
視
察
し
て
頂

き
、
す
で
に
日
本
に
来
て
い
る

我
々
の
留
学
生
と
の
交
流
の
場
も

設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
通
し
て
、
ガ
ラ
ス
張
り

で
す
べ
て
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
全
面
的
な
信
用
を
得
て
い
ま

す
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
日
本
以
上
に

大
学
の
先
生
方
が
学
生
の
進
路
に

大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
の

で
、
先
生
方
に
推
奨
し
て
い
た
だ

け
る
と
、
安
定
的
に
人
材
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

今
春
に
予
定
し
て
い
た
看
護
大
学

の
実
習
教
育
を
当
グ
ル
ー
プ
の
病

院
や
介
護
施
設
に
お
い
て
実
施
し
、

卒
業
単
位
と
し
て
認
定
す
る
試
み

は
、
在
留
資
格
の
取
得
ま
で
行
え
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Part 5
「青山メディカルグループにおける
　外国人材の質と教育システムを探る」

■
入
寮
し
て
日
本
語
や
介
護
を

学
ぶ
ベ
ト
ナ
ム
人
学
生
の
学
習
態

度
、
生
活
状
況
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

千
賀　

ベ
ト
ナ
ム
人
と
日
本
人
は

似
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
ベ

ト
ナ
ム
人
は
個
人
主
義
だ
な
と
感

じ
ま
す
。「
人
か
ら
ど
う
見
ら
れ
よ

う
が
、
自
分
が
こ
れ
を
や
り
た
い

か
ら
や
る
」
と
い
う
姿
勢
が
見
ら

れ
ま
す
し
、
女
性
も
皆
で
誘
い
合

わ
ず
、
昼
食
を
一
人
で
食
べ
に
行

く
学
生
も
い
ま
す
。
授
業
で
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
と
き
に

は
、
決
し
て
自
分
の
意
見
を
曲
げ

な
い
学
生
も
い
て
面
白
か
っ
た
で

す
。
し
か
し
、
進
路
に
つ
い
て
は

自
分
の
意
見
よ
り
も
両
親
の
意
見

を
優
先
す
る
こ
と
も
、
日
本
人
と

の
違
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
こ
の
た
び
青
山
メ
デ
ィ
カ
ル
グ

ル
ー
プ
で
は
、
留
学
生
の
介
護
福

祉
士
国
家
試
験
で
40
名
中
39
名
合

格
と
い
う
驚
く
べ
き
結
果
が
で
ま

し
た
ね
。  

千
賀　

ア
ル
バ
イ
ト
も
し
な
が
ら

受
験
す
る
の
で
す
か
ら
、
本
当
に

が
ん
ば
っ
た
と
思
い
ま
す
。
学
生

た
ち
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

（
文
／
編
集
部
）

と
い
わ
れ
る
Ｊ
Ｖ
Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
留
学

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

概
要
と
日
本
語
教
育
や
介
護
教
育

の
方
針
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

千
賀　

一
律
に
同
じ
発
声
を
し
て
、

同
じ
行
動
を
と
る
と
い
う
軍
隊
式

で
な
い
と
こ
ろ
が
、
教
育
の
特
徴

で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
人
が
経
営
す
る

日
本
語
学
校
に
よ
っ
て
は
軍
隊
式

教
育
が
日
本
受
け
す
る
と
思
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
が
、

日
本
語
教
師
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
は
「
あ
の
や
り
方
は
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
よ
ね
」
と
い
う
意
見
が

多
い
で
す
ね
。
さ
ら
に
文
法
を
教

え
る
こ
と
が
日
本
語
教
育
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
焦
点
を

置
い
た
教
育
を
行
う
こ
と
を
一
番

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
語
能
力
試
験
だ
け
に
焦
点

を
当
て
る
と
、
読
ん
だ
り
、
聞
い

た
り
す
る
能
力
だ
け
の
教
育
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
は
こ
の

試
験
に
、
話
す
こ
と
と
書
く
こ
と

が
な
い
こ
と
を
不
本
意
に
感
じ
て

い
ま
す
。「
読
む
」「
聞
く
」「
話
す
」

「
書
く
」
の
４
技
能
の
な
か
で
、
介

護
の
現
場
で
は
聞
く
こ
と
、
話
す

こ
と
が
大
事
な
の
で
、
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

■
Ｊ
Ｖ
Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
へ
の
入
社
年
度

と
動
機
、
お
立
場
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。  

千
賀　

私
は
大
学
時
代
に
ベ
ト
ナ

ム
語
を
専
攻
し
、
卒
業
後
は
会
社

が
受
注
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協

力
機
構
）
の
ベ
ト
ナ
ム
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
画
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
に

も
何
度
か
出
張
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
ア
メ
リ
カ
人
と
結
婚
し
て

ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な

ど
で
暮
ら
し
、
娘
た
ち
が
一
人
暮

ら
し
の
で
き
る
年
齢
に
な
っ
た
の

で
、
か
つ
て
お
世
話
に
な
っ
た
ベ

ト
ナ
ム
の
た
め
に
何
か
尽
く
し
た

い
と
い
う
動
機
で
ベ
ト
ナ
ム
に
来

ま
し
た
。
日
本
語
教
師
の
仕
事
に

就
い
て
８
年
目
と

な
る
２
０
１
８
年
、

Ｊ
Ｖ
Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
に

就
職
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
日
本
語

教
師
兼
セ
ン
タ
ー

長
と
し
て
、
授
業

の
他
に
、
教
育
の

管
理
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策
定
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
策
定
、
教
師
の
指
導
、

学
生
の
管
理
、
日
本
側
・
ベ
ト
ナ

ム
本
社
・
ダ
ナ
ン
の
拠
点
と
の
や

り
と
り
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

■
２
０
１
５
年
に
ベ
ト
ナ
ム
で
設

立
さ
れ
た
Ｊ
Ｖ
Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
は
、
外

国
人
介
護
人
材
の
支
援
を
目
的

に
、
教
育
・
留
学
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ・人
材
紹
介・マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー

チ
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ｖ
Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
の
特
徴
や

魅
力
は
何
で
し
ょ
う
か
。

千
賀　

私
は
ベ
ト
ナ
ム
で
日
本
語

教
師
と
し
て
働
く
時
に
、
い
ろ
い

ろ
な
セ
ン
タ
ー
や
大
学
を
視
察
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
Ｊ
Ｖ

Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
の
魅
力
は
、
ま
ず
「
Ｗ

Ｉ
Ｎ

－

Ｗ
Ｉ
Ｎ
」
と
い
う
理
念
で

す
。
日
本
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

経
済
的
事
情
等
に
よ
り
教
育
を
受

け
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
ベ
ト
ナ

ム
人
に
対
し
て
、
平
等
に
活
躍
で

き
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、
不
当
な

搾
取
も
せ
ず
、
お
互
い
の
た
め
に

教
育
す
る
と
い
う
理
念
が
ブ
レ
て

い
な
い
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
日
本
へ
の
留
学

を
希
望
す
る
学
生
に
対
し
、
ど
の

よ
う
な
田
舎
で
あ
っ
て
も
必
ず
家

庭
訪
問
を
し
て
、
家
族
に
受
け
入

れ
体
制
を
き
ち
ん
と
説
明
す
る
誠

実
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
連
係
プ
レ
ー
も
Ｊ
Ｖ
Ｍ

Ｃ
Ｈ
Ｒ
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

日
本
に
送
り
出
し
た
学
生
の
状
況

を
一
人
ひ
と
り
把
握
し
、
何
か
あ

れ
ば
即
座
に
家
族
に
連
絡
を
入
れ

る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

■
人
材
の
質
や
教
育
の
質
が
高
い

重
点
指
導
す
る
語
学
技
能
は

介
護
に
必
要
な
聞
き
、話
す
能
力

ＪＶＭＣＨＲ留学コンサルティングセンター   
    センター長 サイブ　千賀 氏 
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Part 6

日
本
語
能
力
試
験
向
け
で
な
く

介
護
現
場
で
使
え
る
日
本
語
力
に
特
化

教
育
と
学
校
運
営

を
担
当
し
て
い
ま

す
。
専
門
は
日
本

語
学
で
す
。

■
Ａ
Ｈ
Ａ
は
17
年

の
開
校
か
ら
３
年

が
経
過
し
ま
し
た

が
、
Ａ
Ｈ
Ａ
の
位
置
づ
け
と
役
割
、

質
の
高
い
日
本
語
教
育
を
行
っ
て

い
る
教
育
方
針
と
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
他
校
と
の
差
別
化
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

阿
部　

一
般
的
な
日
本
語
学
校
と

Ａ
Ｈ
Ａ
を
兼
務
し
て
い
る
先
生
方

は
Ａ
Ｈ
Ａ
を
「
ザ
・
宝
塚
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
理
由
は
「
清
く
、

正
し
く
、
美
し
く
」
を
実
践
し
て

い
る
か
ら
で
す
。
青
山
メ
デ
ィ
カ

ル
グ
ル
ー
プ
の
学
生
が
中
心
で
す

が
、
他
の
社
会
福
祉
法
人
の
留
学

生
も
受
け
入
れ
て
、Ａ
Ｈ
Ａ
は
〝
介

護
の
高
度
人
材
〟
を
日
本
の
社
会

に
輩
出
し
て
い
く
こ
と
を
役
割
に

据
え
て
い
ま
す
。
介
護
の
高
度
人

材
に
な
る
に
は
在
留
資
格
「
介
護
」

を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
た
め
に
は
介
護
福
祉
士

の
国
家
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
さ
ら
に
介
護
専
門
学
校

を
卒
業
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
日
本
で
の
出
発
点
に
本

校
が
あ
る
の
で
す
。

　

Ａ
Ｈ
Ａ
の
定
員
は
１
０
０
名

で
、
現
在
は
全
員
が
ベ
ト
ナ
ム
人

の
女
性
で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
で
Ｎ
４

な
い
し
は
Ｎ
３
相
当
レ
ベ
ル
に
達

し
た
学
生
を
受
け
入
れ
、
午
前
・

午
後
の
２
部
制
で
授
業
時
間
は
１

日
４
時
間
、
教
員
数
は
６
名
で
す
。

教
育
方
針
は
、
介
護
専
門
学
校
の

学
び
に
耐
え
ら
れ
る
日
本
語
教
育

に
特
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
大
き

な
特
徴
で
す
。
そ
の
ぶ
ん
、
専
門

学
校
で
の
学
び
の
成
果
が
高
く
、

国
家
試
験
の
合
格
率
で
も
高
い
成

果
を
出
し
て
い
ま
す
。

■
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
留
学
生
の
受
け

入
れ
状
況
と
人
材
の
質
、
ま
た
Ｎ
２

を
取
得
し
介
護
福
祉
士
専
門
学
校

で
落
ち
こ
ぼ
れ
る
こ
と
な
く
学
習

が
で
き
る
た
め
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
な
ど
工
夫
し
て
い
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

阿
部　

ア
ル
バ
イ
ト
先
と
連
携
し
、

生
活
管
理
も
含
め
た
24
時
間
管
理

が
大
き
な
特
徴
で
す
。
そ
れ
か
ら

経
営
上「
Ｎ
１
何
名
合
格
！
」
と
い

う
よ
う
な
対
外
的
な
ア
ド
バ
ル
ー

ン
は
不
要
な
の
で
、
専
門
学
校
の

教
育
に
耐
え
得
る
特
化
教
育
が
で

き
て
い
ま
す
。
じ
つ
は
Ｎ
２
に
合

格
す
る
の
は
意
外
に
も
簡
単
で
、

日
本
語
の
難
し
い
こ
と
ば
を
多
く

覚
え
て
、
漢
字
を
た
く
さ
ん
読
め

る
よ
う
に
な
れ
ば
合
格
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
利
用
者

さ
ん
と
話
し
た
り
、
リ
ー
ダ
ー
の

指
示
を
理
解
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
？
例
え
ば
日
本
語
能
力
試
験
向

け
の
教
育
で
は
な
く
、
や
さ
し
い

日
本
語
を
き
ち
ん
と
使
い
こ
な
す

能
力
、
知
ら
な
い
単
語
で
も
意
味

を
把
握
す
る
類
推
力
、
ソ
フ
ト
な

語
尾
で
の
話
し
方
な
ど
を
教
育
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
Ｎ
２
お
よ

び
Ｎ
２
相
当
試
験
の
合
格
率
は
総

学
生
の
35
％
と
日
本
語
学
校
の
ベ

ト
ナ
ム
人
平
均
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。

■
こ
の
度
、
青
山
メ
デ
ィ
カ
ル
グ

ル
ー
プ
が
支
援
す
る
留
学
生
が
介

護
福
祉
士
国
家
試
験
に
お
い
て
高

い
合
格
率
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

阿
部　

奨
学
金
制
度
に
つ
い
て「
騙

さ
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」

と
疑
っ
た
親
御
さ
ん
も
い
ま
し
た

が
、こ
の
こ
と
で
学
生
と
親
御
さ
ん

に
報
い
ら
れ
た
と
安
心
し
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

ク
リ
ア
で
き
た
安
心
、
介
護
業
界

で
の
新
し
い
取
り
組
み
へ
の
期
待

に
応
え
ら
れ
た
安
心
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
意
味
で
安
心
の
一
言
で
す
。

■
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
で
、
留
学
生

や
技
能
実
習
生
の
入
国
が
困
難
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
現
状
は
い
か
が

で
す
か
。

阿
部　

本
校
に
も
大
き
な
影
響
が

出
ま
し
た
。
一
度
帰
国
し
て
介
護

技
能
実
習
生
へ
の
転
身
を
考
え
た

り
、
介
護
以
外
の
道
を
探
そ
う
と

し
て
帰
国
を
予
定
し
て
い
た
学
生

が
15
名
い
て
、
３
月
25
日
に
卒
業

式
を
行
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
帰
国

で
き
ま
せ
ん
。
特
例
で
留
学
ビ
ザ

を
更
新
で
き
た
の
で
、
ま
だ
Ａ
Ｈ

Ａ
で
学
ん
で
い
ま
す
。
新
入
生
は

入
国
の
目
途
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

（
文
／
編
集
部
）

■
入
職
年
度
と
動
機
、
お
立
場
、

ご
専
門
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。  

阿
部　

留
学
生
が
借
金
を
背
負
っ

て
入
学
し
て
く
る
よ
う
な
〝
一
般

的
な
日
本
語
学
校
〟
で
約
15
年
、

日
本
語
教
師
を
務
め
て
、
青
山

ホ
ー
プ
ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ａ
Ｈ
Ａ
）

が
開
校
す
る
半
年
前
の
２
０
１
６

年
に
入
職
し
ま
し
た
。

　

岡
田
代
表
か
ら
「
Ａ
Ｈ
Ａ
は
奨

学
金
を
支
給
し
、
貧
困
な
留
学
生

に
も
留
学
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、

正
直
に
入
国
管
理
局
に
申
請
し
て

ビ
ザ
の
作
成
手
続
き
を
し
て
い

る
。
だ
か
ら
存
分
に
力
を
発
揮
し

て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
入

職
す
る
動
機
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
は
Ａ
Ｈ
Ａ
の
副
校
長
と
し
て
、

青山ホープアカデミー日本語学校 
           副校長  阿部　卓史 氏 
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Part 6Part 7
「青山メディカルグループにおける
　外国人材の質と教育システムを探る」

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

■
現
在
、
試
験
に
合
格
し
た
外
国

人
介
護
人
材
が
正
規
職
員
と
し
て

就
業
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う

に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

早
川　

ベ
ト
ナ
ム
を
離
れ
て
の
就

業
の
た
め
、
生
活
面
や
精
神
面
の

サ
ポ
ー
ト
は
引
き
続
き
必
要
で
す

が
、
介
護
人
材
と
し
て
は
日
本
人

と
の
能
力
の
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い

と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

■
施
設
内
に
お
い
て
日
本
人
と
外

国
人
の
構
成
割
合
は
ど
の
く
ら
い

が
適
正
だ
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

早
川　

青
山
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー

プ
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
来
日
し
、

在
留
資
格
「
介
護
」
を
取
得
し
た

外
国
人
で
あ
れ
ば
、
介
護
人
材
と

し
て
の
日
本
語
能
力
や
専
門
知
識
・

専
門
技
能
は
日
本
人
と
大
き
な
差

は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
、

受
け
入
れ
を
検
討
し
て
い
る
技
能

実
習
生
、
特
定
技
能
「
介
護
」
な

ど
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
施
設

で
働
く
介
護
職
員
の
う
ち
３
分
の

１
か
ら
半
数
く
ら
い
ま
で
は
外
国

人
介
護
人
材
で
構
成
さ
れ
て
も
問

題
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
／
編
集
部
）

め
、
ご
利
用
者
様
か
ら
の
評
価

は
良
好
で
す
。
ま
た
、
性
格
的
に

も
明
る
く
て
優
し
い
人
が
多
い
た

め
、
頼
り
に
し
て
い
る
ご
利
用
者

様
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

職
員
達
は
、
当
初
、
留
学
生
が

日
本
の
介
護
現
場
に
馴
染
め
る
か

ど
う
か
不
安
も
大
き
か
っ
た
よ
う

で
す
が
、
し
っ
か
り
と
目
的
意
識

を
も
っ
て
真
面
目
に
一
生
懸
命
働

く
姿
を
見
て
、
今
で
は
当
施
設
の

介
護
職
員
と
し
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

■
こ
の
度
の
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
で
留

学
生
が
40
名
中
39
名
合
格
し
ま
し
た
ね
。

早
川　

当
然
な
が
ら
本
人
の
努
力

が
大
き
い
で
す
が
、
ベ
ト
ナ
ム
で

の
募
集
の
段
階
か
ら
受
け
入
れ
・

就
労
ま
で
を
青
山
グ
ル
ー
プ
が
一

元
的
に
管
理
し
、
留
学
生
の
家
族

に
も
丁
寧
に
説
明
さ
れ
、
理
解
を

得
た
も
と
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
受
入
機
関
、

専
門
学
校
、
就
労
先
等
の
各
担
当

者
が
情
報
を
共
有
し
連
携
し
な
が

ら
支
援
し
て
い
る
こ
と
で
学
習
・

生
活
・
就
労
の
３
つ
を
両
立
で
き
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、
介
護
福

祉
士
国
家
試
験
合
格
と
い
う
ひ
と

つ
の
目
標
達
成
に
つ
な
が
っ
た
の

■
入
職
年
度
と
動
機
、
お
立
場
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。  

早
川 

私
は
自
然
豊
か
な
兵
庫
県

宍
粟
市
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
地
元
へ
の
愛
着
が
強
く
、

こ
の
地
で
就
職
を
と
探
し
て
い
た

と
こ
ろ
当
グ
ル
ー
プ
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
縁
あ
っ
て
採
用
頂

き
ま
し
た
。
入
職
は
１
９
９
７
年
。

現
在
は
、
社
会
福
祉
法
人
恩
徳
福

祉
会　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
サ

ン
ビ
ラ
こ
う
べ
」
施
設
長
と
青
山

メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
老
人
福
祉

施
設
の
兵
庫
地
区
統
括
責
任
者
を

務
め
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

■
青
山
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
で
の
留
学

生
の
受
け
入
れ
の
実
際
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

早
川　

留
学

生
の
受
け
入

れ
は
①
入
国

前
に
ベ
ト
ナ

ム
で
日
本
語

教
育
お
よ
び

介
護
技
術
の

基
礎
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

②
入
国
後
は
当
グ
ル
ー
プ
の
日
本

語
学
校
で
語
学
教
育
を
は
じ
め
日

本
の
文
化
や
社
会
生
活
を
送
る
上

で
の
習
慣
や
ル
ー
ル
な
ど
を
学
ん

で
い
た
こ
と
③
大
阪
地
区
内
の
当

グ
ル
ー
プ
の
介
護
施
設
で
介
護
実

践
を
積
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
り
、

比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
。

　

就
労
支
援
で
は
、
受
入
れ
前
に

施
設
職
員
に
外
国
人
留
学
生
を
受

け
入
れ
る
目
的
や
経
緯
、
ル
ー
ル
、

文
化
の
違
い
、
そ
れ
ま
で
に
受
け

た
教
育
の
内
容
、
支
援
す
べ
き
こ

と
な
ど
を
説
明
し
十
分
な
理
解
を

得
た
上
で
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
ま

し
た
。
通
勤
は
、
就
労
前
に
担
当

職
員
が
付
き
添
っ
て
電
車
や
バ
ス

の
乗
車
方
法
な
ど
を
説
明
し
ま
し

た
。
ま
た
就
労
初
期
の
段
階
で
は
、

数
カ
月
の
研
修
を
行
い
、
留
学
生

の
不
安
や
疑
問
の
解
消
に
努
め
ま

し
た
。

　

学
習
支
援
で
は
、
専
門
学
校
へ

入
学
し
て
か
ら
の
数
カ
月
は
、
慣

れ
な
い
環
境
へ
の
変
化
に
対
応
で

き
な
か
っ
た
り
、
勉
強
に
つ
い
て

い
け
な
か
っ
た
り
な
ど
悩
み
を
抱

え
る
留
学
生
も
見
受
け
ら
れ
る
た

め
、
専
門
学
校
の
先
生
や
職
員
が

個
別
面
談
や
ラ
イ
ン
な
ど
を
活
用

し
補
講
を
行
っ
た
り
と
、
出
来
る

限
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
な
が
ら
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

生
活
支
援
に
お
い
て
は
、
担
当

職
員
が
定
期
的
に
寮
を
訪
問
し
、

困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
、
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
な
い

か
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。
病
気
に

な
っ
た
と
き
は
、
専
門
学
校
の
先

生
と
施
設
が
連
携
し
な
が
ら
受
診

や
入
院
の
手
配
を
し
ま
す
。　

■
施
設
内
に
お
い
て
外
国
人
留
学

生
の
仕
事
ぶ
り
を
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
ま
す
か
。

早
川　

事
前
に
日
本
語
学
校
で
語

学
教
育
を
受
け
一
定
の
日
本
語
能

力
を
携
え
た
上
で
働
い
て
い
る
た

個
別
面
談
や
ラ
イ
ン
活
用
で

学
習
・
就
労
・
生
活
を
支
援

青山メディカルグループ 
兵庫地区統括責任者
介護老人福祉施設サンビラこうべ　施設長

　　　　 早川　達道 氏 
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Part 8
「青山メディカルグループにおける
　外国人材の質と教育システムを探る」

の
家
族
に
合
格
を
連
絡
し
た
と
き

は
、
毎
日
合
格
を
お
祈
り
し
て
く

れ
て
い
た
祖
母
が
、
喜
ん
で
泣
い

て
い
ま
し
た
。

　

老
人
ホ
ー
ム
で
働
い
て
み
て
、

気
に
な
っ
た
の
は
、
何
カ
月
も
利

用
者
様
に
会
い
に
来
ら
れ
な
い

家
族
が
い
る
こ
と
で
す
。
会
い
に

来
て
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
ど
う
し
て
い
る
？
」

と
話
を
す
る
こ
と
が
親
孝
行
だ

と
思
い
ま
す
。
戦
争
を
経
験
し

た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
お
陰
で
今
の
日
本
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
？
私
は
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
、
い
く
ら
忙
し
く
て
も
、

利
用
者
様
に
敬
意
を
持
っ
て
介

護
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
介
護
施
設
に
は
福
祉

用
具
や
設
備
が
整
っ
て
い
て
、
と

て
も
働
き
や
す
い
環
境
で
す
。
こ

れ
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
も
高
齢
化
し
て

い
き
、
施
設
が
た
く
さ
ん
つ
く
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
自
分

の
家
で
暮
ら
す
こ
と
が
ベ
ス
ト
だ

と
思
い
ま
す
。
日
本
の
よ
う
に
い

ろ
い
ろ
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
で

き
、
特
に
在
宅
介
護
が
あ
っ
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。（
談
）

（
文
／
編
集
部
）

妹
の
４
人
家
族
で
す
。
高
校
を
卒

業
し
、
日
本
語
セ
ン
タ
ー
で
１
年

半
勉
強
を
し
て
Ｎ
３
に
合
格
し
て

バ
イ
ク
部
品
の
工
場
に
就
職
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
通
訳
の
仕
事
を
１

年
経
験
し
ま
し
た
が
、
自
分
に
は

向
い
て
い
な
い
と
思
い
、
他
の
仕

事
を
探
し
ま
し
た
。
祖
母
と
い
っ

し
ょ
に
住
ん
で
い
た
の
で
高
齢
者

の
サ
ポ
ー
ト
に
も
関
心
が
あ
り
、

青
山
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
私
に
向
い
て
い
る
と

思
い
応
募
し
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
で
は
、
学
費
も
家
賃
も

払
っ
て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も
助

か
り
ま
す
。
日
本
語
学
校
と
福
祉

専
門
学
校
で
勉
強
し
て
、
介
護
福

祉
士
試
験
に
合
格
し
今
年
３
月
に

卒
業
し
ま
し
た
。
日
本
語
能
力
検

定
試
験
で
は
Ｎ
１
に
合
格
し
て
い

ま
す
。
介
護
福
祉
士
に
合
格
し
た

と
き
は
す
ご
く
う
れ
し
く
、
青
山

メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん

の
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム

マ
ン 

グ
エ
ン 

ス
ア
ン 

ハ
ン
氏

　

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
訪

問
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
出
身

で
、
両
親
、
弟
、
妹
の
５
人
家
族

で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
法
律
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
ま

し
た
。
大
学
時
代
に
日
本
語
学
校

に
通
い
、
Ｎ
２
に
合
格
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
青
山
メ
デ
ィ
カ
ル
グ

ル
ー
プ
の
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

申
し
込
ん
で
、
大
阪
保
健
福
祉
専

門
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
日
本

に
来
て
か
ら
介
護
の
勉
強
を
始
め

た
の
で
す
。

　

日
本
語
学
校
に
通
っ
た
の
は
、

も
と
も
と
日
本
の
歌
と
ア
ニ
メ
が

好
き
で
、
言
葉
の
意
味
を
理
解

し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
先
生
か

ら
日
本
の
文
化
や
食
べ
物
に
つ
い

て
教
え
ら
れ
、
い
つ
か
日
本
で
暮

ら
し
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
日
本
で
の
仕
事
を
調

べ
て
、
青
山
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー

プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ら
日
本
語
を

使
っ
た
仕
事
が
で
き
る
と
思
い
、

申
し
込
み
ま
し
た
。

　

専
門
学
校
で
は
介
護
の
専
門

用
語
が
解
ら
ず
に
苦
労
し
ま
し

た
が
、
先
生
が
補
講
な
ど
を
行
い

フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
て
、
ど
う
す

れ
ば
合
格
で
き
る
か
を
考
え
な
が

ら
必
死
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
不

安
な
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
先

生
か
ら
は
「
解
ら
な
い
と
こ
ろ
は

ど
ん
ど
ん
質
問
し
て
復
習
を
す
れ

ば
大
丈
夫
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

学
生
時
代
は
特
養
で
働
い
て
い
ま

し
た
が
、
利
用
者
様
は
「
日
本
語

は
難
し
い
け
ど
、
が
ん
ば
っ
て

ね
！
」
と
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

２
年
間
勉
強
し
て
昨
年
、
介
護

福
祉
士
の
国
家
試
験
に
合
格
し
ま

し
た
が
、
合
格
を
知
っ
た
と
き
に

は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

先
生
に
は
す
ご
く
感
謝
し
て
い
ま

す
。
先
生
は
と
て
も
喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
し
、ア
ル
バ
イ
ト
先
の
リ
ー

ダ
ー
と
利
用
者
様
も
「
よ
か
っ
た

ね
！
」
と
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
介
護
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
は
厳
し
い
人
が
多
く
て
大
変

か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
利
用
者
様
は
や
さ
し
く
て
、

日
本
語
も
親
切
に
教
え
て
く
れ
ま

す
。
こ
こ
で
学
ん
だ
介
護
技
術
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
活
か

し
て
、
帰
国
し
た
ら
ベ
ト
ナ
ム
の

高
齢
者
の
た
め
に
何
か
サ
ー
ビ
ス

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
談
）

フ
ァ
ム 

テ
ィ 

タ
イ
ン 

フ
エ
ン
氏

　

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
訪

問
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

出
身
は
ハ
ノ
イ
市
か
ら
北
に
80
キ

ロ
先
の
フ
ー
ト
省
で
、
祖
母
、
母
、

介
護
福
祉
士
資
格
を
取
得
し
た

ベ
ト
ナ
ム
人
介
護
職
員
の
高
い
志

青
山
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
介
護
福
祉
士
の
国
家
試
験
に
合
格
し
、
在
留
資
格「
介
護
」
を
取
得
し

た
ベ
ト
ナ
ム
人
介
護
職
員
は
目
的
意
識
を
も
っ
て
働
い
て
い
る
。
２
人
の
ベ
ト
ナ
ム
人
介
護
職
が
日
本
で
の
経
験
を
語
る
。
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